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Ｄ級（事前課題の提出、記載等についての注意点） 
（一社）秋田県バスケットボール協会 指導者養成委員会 

 

事前課題提出    9月１２日（土）1日目の受付時 
○ワークブックの必要なページをコピーして提出してください。 

提出が必要なページは次ページ下部に記載しています。 
 

チェック（１回目） ９月１２日（土）当日 

※不備な点があるなど、必要に応じて再提出の場合あり 

 ・再提出期限   ９月１３日（日）２日目の受付時 
○修正事項を記載し、再度コピーしたものを受付時に提出。 

 

 

≪注意事項≫ 
○ワークブック２ページの説明をよく読んで取り組んでください。 

 

○事前課題の作成に際しては、必ずバスケットボール指導教本の

上・下巻をよく読んで、教本の内容と照らし合せて自分の考え

をまとめて詳しくワークブックに記入してください。 
・下調べのために指導教本をしっかり読み込み、必要に応じて他の書籍、雑誌、イ 

ンターネット等を利用してワークブックの事前課題に取り組んでください。 

※他の書籍、雑誌、インターネット等から情報を得た際には、その媒体（どなたの考 

えかなど）をメモしておくようにしましょう。「詠（読）み人知らず」のようなこ 

とはないようにしましょう。 

 

○事前課題については本講習会の合否を判定するひとつの基準と

なっております。 
・内容に不備等があれば再提出を指示する場合があります。 

・著しく内容に不備が ある場合は受講を認めない場合があります。 

・他の者が作成したワークブックのコピー等を提出されたと判明した場合は、受講 

取り消しや合格を見送ることになる場合があります。 

 

○講習会では、作成した事前課題の内容を自分の考えとともに他

の受講生の前で発表をしたり、実技指導（指導実践や練習を組

み立てるなど）をしていただくことが多くあります。 
・コーチは自らの考えなどを実際に選手に伝え、指導するための言語化能力が求め 

られます。また、わかりやすく伝えるために図示することもあります。本講習会 

でも、他者（他の受講生やコーチデベロッパー）に説明する場面、話し合いや考 

えなどを共有する場面が多くあります。自らの言葉や考えを事前に整理しておく 

ことが「プラス」になると捉え、前向きに事前課題に取り組んでください。 

・事前課題を基に行う実技指導ができない場合も合格を見送る場合があります。実 

技指導をすることもイメージして事前課題に取り組んでください。 
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〈各課題、記載について具体的な注意〉 
 

課題１  可能な限り詳しく書いてください。（１００文字以上） 

①指導カテゴリー（男女別も記載） 
（現在、指導チームがなしの場合…以前指導していたまたは今後指導する可能性のあるカテゴリー） 

        ②現在のチームの目標やモットーなど 

③現在のチームの戦力や状況など 

        ④今後のチーム作りの方針、指導方針など 

        ※①～④は必須。加えてご自身の考えなどを書いていただくことは可能です。 

 

課題２  可能な限り詳しく書いてください。（具体的に８０文字以上） 

 

課題３  可能な限り詳しく（具体的なメニューなど）書いてください。 

 

課題４  ポイントと整理し順番をつけ１０個記入してください。 

（指導教本は必ず確認すること。） 

 

課題５  使用する場面を具体的に記入してください。 

 

課題６  具体的な動き方を文と図で記入してください。 

（文は、図示したものの説明になるようにしてください。動かないと考えた場合、 

なぜ動かないかを具体的に説明してください。） 

 

課題７  具体的な動き方を文と図で記入してください。 

（文は、図示したものの説明になるようにしてください。動かないと考えた場合、 

なぜ動かないかを具体的に説明してください。） 

 

課題８  「場所」と「状況」を説明して書いてください。（できれば複数。） 

 

課題９  可能な限り詳しく書いてください。（具体的に８０文字以上） 

 

課題１０ 方法を２つ以上記入してください。（専門用語を用いることが望ましい。） 

 

課題１１ 方法を４つ以上記入してください。（専門用語を用いることが望ましい。） 

 

課題１２ 具体的な「ポジション」を文と図で記入してください。 

（文は、図示したものの説明になるようにしてください。） 

 

課題１３ 具体的な「ディレクション」を文と図で記入してください。 

（文は、図示したものの説明になるようにしてください。） 

 

課題１４ 「キャッチした際のフットワーク」について、「フットワークの種類」と「状況と 

理由」について、具体的に記入してください。 

 

※注意…キャッチした際のフットワークについての問い。「キャッチした後の 

（ディフエンスを破るためなどの）フットワーク」を記入しないこと。  

  

  

〈コピーの提出が必要なページ〉 

表紙・P５・P12・P14・P15・P18～21・P23～25 

（表紙を含む計 12ページ） 
 


